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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）それぞれに接続される複数の走査線と複数のデー
タ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）それぞれに接続される複数本のデータ線との各交点に、マト
リクス状に配置された複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）と、
　前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）および前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃ
ｏｌ4）への印加電圧を制御することで、前記複数本の走査線及び前記複数本のデータ線
を介して、前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）のうちの選択されたものに対して駆
動電圧を印加し、該駆動電圧が印加された有機ＥＬ素子（Ｅ1,1、Ｅ4,4）を発光させる駆
動部（１～３）を備え、
　前記駆動部（１～３）は、前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）のうち選択された
ものを発光させる走査期間とその次の走査期間との間に、前記走査期間中に前記複数の有
機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）に形成される寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ4,4）に充電された電荷を
放電するリセット期間を有する単純マトリクス方式の有機ＥＬの駆動回路であって、
　前記リセット期間中に、前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）を通じて、寄生容量
（Ｃ1,1～Ｃ4,4）に充電された電荷を放電する電流が流れる経路中に電流制限手段（４、
４ａ～４ｄ、５）が備えられた有機ＥＬ駆動回路が備えられており、
　前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）により構成される有機ＥＬパネルにて表示を
行い、
　前記走査期間中に、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち選択されているも
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のと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち発光となっているものの交点の有
機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ1,2）の前記寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ1,2）が前記複数のデータ電極（
Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）側からの順バイアスの印加による第１電位差（Ｖｃｏｌ’）に基づい
て充電され、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち非選択となっているものと
前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち非発光となっているものの交点の有機
ＥＬ素子（Ｅ2,3、Ｅ2,4、Ｅ3,3、Ｅ3,4、Ｅ4,3、Ｅ4,4）の前記寄生容量（Ｃ2,3、Ｃ2,4
、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4）が前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）側からの逆
バイアスの印加による第２電位差（Ｖｒｏｗ）に基づいて充電され、前記複数の操作電極
（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち非選択となっているものと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1

～Ｃｏｌ4）のうち発光となっているものの交点の有機ＥＬ素子（Ｅ2,1、Ｅ2,2、Ｅ3,1、
Ｅ3,2、Ｅ4,1、Ｅ4,2）の前記寄生容量（Ｃ2,1、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2）
が前記第２電位差（Ｖｒｏｗ）と前記第１電位差（Ｖｃｏｌ’）との電位差（Ｖｒｏｗ－
Ｖｃｏｌ’）とに基づいて充電され、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち選
択されているものと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち非発光となってい
るものの交点の有機ＥＬ素子（Ｅ1,3、Ｅ1,4）の前記寄生容量（Ｃ1,3、Ｃ1,4）が充電さ
れないように動作し、
　前記リセット期間中に、前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）および前記複数のデ
ータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）がアース電位とされ、順バイアスの印加に基づいて充電さ
れた前記寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ1,2）の電荷が前記電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）を
介して前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1）から前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2）
を通じる経路で放電されると共に、逆バイアスの印加に基づいて充電された前記寄生容量
（Ｃ2,1～Ｃ2,4、Ｃ3,1～Ｃ3,4、Ｃ4,1～Ｃ4,4）が前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃ
ｏｌ4）から前記複数の操作電極（Ｒｏｗ2～Ｒｏｗ4）を通じ、前記電流制限手段（４、
４ａ～４ｄ、５）を介して放電されるように動作する有機ＥＬ表示器であって、
　前記有機ＥＬパネルを構成する１つ１つの画素（１０）は、複数のサブピクセル（１０
ａ～１０ｃ）で構成されていると共に、該複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）のそれ
ぞれが前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）の１つ１つによって構成されており、
　前記有機ＥＬパネルの周辺の明るさが明るいほど前記サブピクセル（１０ａ～１０ｃ）
の総面積が大きくなるように、前記複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）が選択的に発
光させられるように構成されていることを特徴とする車両用有機ＥＬ表示器。
【請求項２】
　複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）それぞれに接続される複数の走査線と複数のデー
タ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）それぞれに接続される複数本のデータ線との各交点に、マト
リクス状に配置された複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）と、
　前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）および前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃ
ｏｌ4）への印加電圧を制御することで、前記複数本の走査線及び前記複数本のデータ線
を介して、前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）のうちの選択されたものに対して駆
動電圧を印加し、該駆動電圧が印加された有機ＥＬ素子（Ｅ1,1、Ｅ4,4）を発光させる駆
動部（１～３）を備え、
　前記駆動部（１～３）は、前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）のうち選択された
ものを発光させる走査期間とその次の走査期間との間に、前記走査期間中に前記複数の有
機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）に形成される寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ4,4）に充電された電荷を
放電するリセット期間を有する単純マトリクス方式の有機ＥＬの駆動回路であって、
　前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）から、寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ4,4）に所定の電
圧（Ｖｒｏｗ）を印加する充電電流の経路中に、電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）が
備えられた有機ＥＬ駆動回路が備えられており、
　前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）により構成される有機ＥＬパネルにて表示を
行い、
　前記走査期間中に、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち選択されているも
のと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち発光となっているものの交点の有
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機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ1,2）の前記寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ1,2）が前記複数のデータ電極（
Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）側からの順バイアスの印加による第１電位差（Ｖｃｏｌ’）に基づい
て充電され、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち非選択となっているものと
前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち非発光となっているものの交点の有機
ＥＬ素子（Ｅ2,3、Ｅ2,4、Ｅ3,3、Ｅ3,4、Ｅ4,3、Ｅ4,4）の前記寄生容量（Ｃ2,3、Ｃ2,4
、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4）が前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）側からの逆
バイアスの印加による第２電位差（Ｖｒｏｗ）に基づいて充電され、前記複数の操作電極
（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち非選択となっているものと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1

～Ｃｏｌ4）のうち発光となっているものの交点の有機ＥＬ素子（Ｅ2,1、Ｅ2,2、Ｅ3,1、
Ｅ3,2、Ｅ4,1、Ｅ4,2）の前記寄生容量（Ｃ2,1、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2）
が前記第２電位差（Ｖｒｏｗ）と前記第１電位差（Ｖｃｏｌ’）との電位差（Ｖｒｏｗ－
Ｖｃｏｌ’）とに基づいて充電され、前記複数の操作電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）のうち選
択されているものと前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）のうち非発光となってい
るものの交点の有機ＥＬ素子（Ｅ1,3、Ｅ1,4）の前記寄生容量（Ｃ1,3、Ｃ1,4）が充電さ
れないように動作し、
　前記リセット期間中に、前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）および前記複数のデ
ータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4）がアース電位とされ、順バイアスの印加に基づいて充電さ
れた前記寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ1,2）の電荷が前記電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）を
介して前記複数の走査電極（Ｒｏｗ1）から前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2）
を通じる経路で放電されると共に、逆バイアスの印加に基づいて充電された前記寄生容量
（Ｃ2,1～Ｃ2,4、Ｃ3,1～Ｃ3,4、Ｃ4,1～Ｃ4,4）が前記複数のデータ電極（Ｃｏｌ1～Ｃ
ｏｌ4）から前記複数の操作電極（Ｒｏｗ2～Ｒｏｗ4）を通じ、前記電流制限手段（４、
４ａ～４ｄ、５）を介して放電されるように動作する有機ＥＬ表示器であって、
　前記有機ＥＬパネルを構成する１つ１つの画素（１０）は、複数のサブピクセル（１０
ａ～１０ｃ）で構成されていると共に、該複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）のそれ
ぞれが前記複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）の１つ１つによって構成されており、
　前記有機ＥＬパネルの周辺の明るさが明るいほど前記サブピクセル（１０ａ～１０ｃ）
の総面積が大きくなるように、前記複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）が選択的に発
光させられるように構成されていることを特徴とする車両用有機ＥＬ表示器。
【請求項３】
　前記複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）は、すべて異なる面積で構成されているこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の車両用有機ＥＬ表示器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ素子を発光させるための駆動回路、有機ＥＬ表示器およびその駆動
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ表示器では、発光画素（発光対象となる有機ＥＬ素子）を所定期間毎に切替え
て駆動することで、所望の表示を行う。このように有機ＥＬ素子の駆動を行うに際し、走
査期間中に各有機ＥＬ素子の寄生容量に電荷が蓄えられるため、例えば特許文献１に示さ
れるように、発光させる有機ＥＬ素子を切替えのタイミングで、その電荷を放電させるリ
セット駆動を行っている。
【０００３】
　リセット駆動を用いた場合、ある走査が次の走査線へ移る際に、すべての走査線（陰極
線）とすべてのデータ線（陽極線）を一度アース電位（０Ｖ）に落としてリセットする。
これにより、前の走査期間に有機ＥＬ素子の寄生容量に充電された電荷を放電し、次の走
査の発光画素の寄生容量に対しての充電期間を短くする。すなわち、寄生容量に充電され
た電荷の正負が次の走査期間に印加される電圧の正負と逆のままだと充電期間が長くなる
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ため、寄生容量に充電された電荷を放電しておくことで、次の走査期間における寄生容量
の充電期間を短くできる。これにより、発光画素の波形の立ち上がりが高速になるように
している。
【０００４】
　この従来の有機ＥＬ素子の駆動方法について、図１６～図２０を用いて説明する。図１
６～図１９は、いわゆる単純マトリクス方式の有機ＥＬ素子を駆動するための有機ＥＬ駆
動回路の作動説明図である。実際には、画素数分の有機ＥＬ素子がマトリクス状に並べら
れるのであるが、ここで簡便化して４×４のマトリクスを示してある。
【０００５】
　図１６～図１９は、まず走査電極Ｒｏｗ1を走査して、有機ＥＬ素子Ｅ1,1とＥ1,2を光
らせたのち、リセット期間をおいて、次の走査に移り、走査電極Ｒｏｗ2を走査して、有
機ＥＬ素子Ｅ2,3とＥ2,4を光らせるという発光動作を行う場合の作動を示している。図２
０は、この場合の走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ2、データ電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2およびデータ
電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4の電圧波形を示したタイミングチャートであり、図１６～図１９は
、図２０中のタイミング（１）～（４）における有機ＥＬ駆動回路中の各部の様子を示し
たものに相当する。
【０００６】
　〔タイミング（１）：リセット前状態（発光画素選択期間）〕
　図１６に示されるリセット前状態においては、走査選択スイッチＲＳ1はオン（選択）
し、アース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ2～ＲＳ4はオフ（
非選択）し、逆バイアス電圧Ｖｒｏｗを印加している。
【０００７】
　また、データ選択スイッチＣＳ1、ＣＳ2はオン（発光）し、定電流制御回路ＣＣ1、Ｃ
Ｃ2から順バイアスを印加する。他のデータ選択スイッチＣＳ3、ＣＳ4はオフ（非発光）
し、アース電位（０Ｖ）に固定となる。
【０００８】
　この際、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ1）と
データ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2、に対しては電位差Ｖｃｏｌ’（＝Ｖｃｏｌから定
電流源ＣＣ1～ＣＣ4での電圧ドロップ、及び、データ側、走査側のそれぞれの配線抵抗に
よる電圧ドロップを差し引いたもの）で充電されている。
【０００９】
　また、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ2～Ｒ
Ｓ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4

）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4に対して
は電位差Ｖｒｏｗで充電されている。
【００１０】
　そして、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ2～
ＲＳ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2

）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2に対して
は電位差（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）で充電され、Ｖｒｏｗに対して負の電荷となる場合も
ある。
【００１１】
　このとき、（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）はたかだか数Ｖ程度であるため、寄生容量Ｃ2,1

、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2の画素の電荷は、寄生容量Ｃ2,3をはじめとする電
位差Ｖｃｏｌ’や電位差ｒｏｗで充電されている画素の電荷に比べると非常に小さいもの
となる。
【００１２】
　なお、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ1）とデ
ータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）の交点に
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存在する画素の寄生容量Ｃ1,3、Ｃ1,4に対しては電位差がほぼ０Ｖであるため、電荷は充
電されない。
【００１３】
　〔タイミング（２）：リセット開始〕
　図１７に示されるリセット開始状態においては、走査選択スイッチＲＳ1はオンのまま
アース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ2～ＲＳ4はオフがすべ
てオンに切替わり、アース電位（０Ｖ）に固定となる。データ選択スイッチはＣＳ1、Ｃ
Ｓ2がオフ（非発光）し、アース電位（０Ｖ）に固定となる。他のデータ選択スイッチは
オフ（非発光）のままアース電位（０Ｖ）に固定となる。
【００１４】
　この際、寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2に蓄積していた順バイアスの電荷は、走査電極Ｒｏｗ1

からデータ電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2を通じる経路で、走査電極駆動回路２側からデータ電極
駆動回路１側へ抜けていく（破線参照）。寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1

、Ｃ4,2に蓄積していた逆バイアスの電荷は、データ電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2から走査電極
Ｒｏｗ2～Ｒｏｗ4を通じる経路で、データ電極駆動回路１側から走査電極駆動回路２側か
ら抜けていく（一点鎖線参照）。また、寄生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、
Ｃ4,4に蓄積していた逆バイアスの電荷は、データ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4から走査電極Ｒ
ｏｗ2～Ｒｏｗ4を通じる経路で、データ電極駆動回路１側から走査電極駆動回路２側から
抜けていく（ニ点鎖線参照）。
【００１５】
　〔タイミング（３）：リセット期間〕
　図１８に示されるリセット期間中には、すべての走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデー
タ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4がアース電位（０Ｖ）に固定されるため、どこにも電荷の移動は
発生しない。
【００１６】
　〔タイミング（４）：リセット解除〕
　図１９に示されるリセット解除状態においては、走査選択スイッチＲＳ2はオンのまま
アース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ1、ＲＳ3、ＲＳ4はオ
ンがすべてオフに切替わり、逆バイアス電圧Ｖｒｏｗが印加開始される。データ選択スイ
ッチＣＳ1、ＣＳ2はオフ（非発光）のまま、アース電位（０Ｖ）に固定となる。発光に切
り替わるデータ選択スイッチＣＳ3、ＣＳ4はオフ（非発光）からオンに切替わり、定電流
制御回路ＣＣ3、ＣＣ4から順バイアスが印加開始される。
【００１７】
　この際、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ2）と
データ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4に対しては、データ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4から走査
電極Ｒｏｗ2を通じる経路により、電位差Ｖｃｏｌ’で順バイアスの電荷を充電しに行く
（破線参照）。
【００１８】
　走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ1、ＲＳ3、Ｒ
Ｓ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）
の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ1,3、Ｃ1,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4に対しては
、走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ3、Ｒｏｗ4からデータ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4を通じる経路に
より、逆バイアスの電荷を充電しに行く（一点鎖線参照）。このため、最終的に寄生容量
Ｃ1,3、Ｃ1,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4は電位差（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）で充電さ
れる。
【００１９】
　また、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ1、Ｒ
Ｓ3、ＲＳ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ1

、ＣＳ2）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2
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に対しては、それぞれの走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ3、Ｒｏｗ4からデータ電極Ｃｏｌ1、Ｃ
ｏｌ2を通じる経路にて、電位差Ｖｒｏｗで逆バイアスの電荷を充電しに行く（二点鎖線
参照）。
【００２０】
　なお、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ2）とデ
ータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2に対しては電位差がほぼ０Ｖであるため、電荷は充
電されない。
【００２１】
　以上のようにして、有機ＥＬ素子の駆動が行われる。図２１は、これら一連のタイミン
グにおける走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデータ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4の電位と走査電
極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4に流れる電流の関係を示したタイミングチャートである。
【特許文献１】特許第３３１４０４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　しかしながら、上述したリセット駆動を用いた場合、毎走査ごとに有機ＥＬ素子の寄生
容量に充電された電荷を放電するために図２１に示したようなサージ状の電流が流れるこ
とになる。また、リセットが解除された瞬間に、発光に移行する画素に対して順バイアス
の電荷を充電に行くためにサージ電流が流れる。例えば図２１に示すタイミングで駆動さ
せた場合、５μＳ程度のリセット期間が設定されていたとすると、上記サージ電流に起因
した２００ｋＨｚの高周波ノイズが発生する。そのため、車載用表示器として有機ＥＬを
用いた場合、カーラジオ等への輻射ノイズが問題となる。
【００２３】
　本発明は上記点に鑑みて、有機ＥＬ素子のリセット駆動を行う場合に、サージ電流を抑
制することで高周波ノイズの発生を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上記目的を達成するため、本発明では、リセット期間中に、複数の走査電極（Ｒｏｗ1

～Ｒｏｗ4）を通じて、寄生容量（Ｃ1,1～Ｃ4,4）に充電された電荷を放電する電流が流
れる経路中に電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）が備えられていることを特徴としてい
る。
【００２５】
　このように、放電電流が流れる経路中に電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）を備える
ことで、リセット期間に移行するときに発生するサージ電流のピーク値を抑えることが可
能となる。これにより、サージ電流に起因して高周波ノイズが発生することを防止するこ
とが可能となる。
【００２６】
　また、複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）に対して所定の電圧（Ｖｒｏｗ）を印加す
る経路中に、電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）を備えることもできる。このようにし
た場合にも、上記と同様の効果を得ることができる。
【００２７】
　これらの場合において、駆動部（１～３）として、複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4

）に対して印加する電圧の切替を行う走査電極選択スイッチ（ＲＳ1～ＲＳ4）を備えた走
査電極駆動回路（２）を有し、該走査電極駆動回路（２）中に電流制限手段（４、４ａ～
４ｄ、５）が備えられた構成を採用することができる。
【００２８】
　この場合、走査電極駆動回路（２）における走査電極選択スイッチ（ＲＳ1～ＲＳ4）は
ＩＣに形成されてるのであれば、ＩＣ内部において電流制限手段（４、４ａ～４ｄ、５）
が複数の走査電極（Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4）それぞれに対して形成された構成とすることがで
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きる。
【００２９】
　なお、電流制限手段としては、例えば電流制限抵抗（４、４ａ～４ｄ）やインダクタ（
５）を適用することができる。
【００３０】
　また、本発明を複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～Ｅ4,4）により構成される有機ＥＬパネル
にて表示を行う有機ＥＬ表示器に適用することもできる。この場合、有機ＥＬパネルを構
成する１つ１つの画素（１０）を複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）で構成すると共
に、複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）のそれぞれが複数の有機ＥＬ素子（Ｅ1,1～
Ｅ4,4）の１つ１つによって構成されるようにする。このような構成とし、有機ＥＬパネ
ルの周辺の明るさが明るいほどサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）の総面積が大きくなるよ
うに、複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）が選択的に発光させるようにすれば、階調
や調光を適切に行うことが可能となる。
【００３１】
　この場合、複数のサブピクセル（１０ａ～１０ｃ）をすべて異なる面積で構成すれば、
サブピクセル（１０ａ～１０ｃ）のどれを発光させるかを変えるだけで、発光させるサブ
ピクセル（１０ａ～１０ｃ）の総面積を変えることができる。
【００３２】
　このような有機ＥＬ表示器は、特に、車両に搭載されるような周辺の明るさが大きく変
化するものに適用されると好ましい。
【００３３】
　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関
係を示すものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施形態について図に基づいて説明する。なお、以下の各実施形態相互
において、互いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
【００３５】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態が適用された有機ＥＬ駆動回路の概略構成を示した回路
図である。以下、この図を参照して、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路について説明する。
【００３６】
　図１に示されるように、有機ＥＬ駆動回路には、駆動部に相当するデータ電極駆動回路
１、走査電極駆動回路２および制御回路３と、これらから引き出された複数の走査線およ
び複数のデータ線の交点それぞれに配置されたマトリクス状の複数の有機ＥＬ素子Ｅ1,1

～Ｅ4,4が備えられている。複数の有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ4,4は、実際には、画素数分マ
トリクス状に並べられるのであるが、ここでは簡便化して４×４のマトリクスとして示し
てある。
【００３７】
　データ電極駆動回路１は、データ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4に対して印加する電位を制御す
るためのものである。データ電極駆動回路１には、データ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4それぞれ
に対して備えられた定電流源ＣＣ1～ＣＣ4と、データ電極選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4が備
えられている。
【００３８】
　定電流源ＣＣ1～ＣＣ4は、所定電源１ａから印加される電圧に基づいて定電流を形成す
る。データ電極選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4は、各データ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4側が可動接
点とされ、ＧＮＤ（０Ｖ）に接続される固定接点と定電流源ＣＣ1～ＣＣ4に接続される固
定接点のいずれか一方に可動接点を接触させられるものとなっている。
【００３９】
　走査電極駆動回路２は、走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4に対して印加する電位を制御するた



(8) JP 4904756 B2 2012.3.28

10

20

30

40

50

めのものである。走査電極駆動回路２には、データ電極選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4に加え
て電流制限手段に相当する電流制限抵抗４が備えられている。
【００４０】
　走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4は、各走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4側が可動接点とさ
れ、電流制限抵抗４を介してＧＮＤ（０Ｖ）に接続される固定接点と所定の電圧Ｖｒｏｗ
を印加する所定電源２ａに接続される固定接点のいずれか一方に可動接点を接触させられ
るものとなっている。
【００４１】
　制御回路３は、データ電極駆動回路１におけるデータ電極選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4お
よび走査電極駆動回路２における走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のオンオフを駆動す
るものである。具体的には、発光画素として選択された画素を発光させ、その他の画素を
非発光とするべく、データ電極選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4および走査電極選択スイッチＲ
Ｓ1～ＲＳ4のオンオフを制御する。
【００４２】
　続いて、図２～図６を参照して、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路による有機ＥＬ素子Ｅ

1,1～Ｅ4,4の駆動方法について説明する。
【００４３】
　図２～図５は、まず走査電極Ｒｏｗ1を走査して、有機ＥＬ素子Ｅ1,1とＥ1,2を光らせ
たのち、リセット期間をおいて、次の走査に移り、走査電極Ｒｏｗ2を走査して、有機Ｅ
Ｌ素子Ｅ2,3とＥ2,4を光らせるという発光動作を行う場合の作動を示している。図６は、
この場合の走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ2、データ電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2およびデータ電極Ｃ
ｏｌ3、Ｃｏｌ4の電圧波形を示したタイミングチャートであり、図２～図５は、図６中の
タイミング（１）～（４）における有機ＥＬ駆動回路中の各部の様子を示したものに相当
する。
【００４４】
　〔タイミング（１）：リセット前状態（発光画素選択期間）〕
　図２に示されるリセット前状態においては、走査選択スイッチＲＳ1はオン（選択）し
、アース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ2～ＲＳ4はオフ（非
選択）し、逆バイアス電圧Ｖｒｏｗを印加している。
【００４５】
　また、データ選択スイッチＣＳ1、ＣＳ2はオン（発光）し、定電流制御回路ＣＣ1、Ｃ
Ｃ2から順バイアスを印加する。他のデータ選択スイッチＣＳ3、ＣＳ4はオフ（非発光）
し、アース電位（０Ｖ）に固定となる。
【００４６】
　これにより、発光画素として選択された有機ＥＬ素子Ｅ1,1、Ｅ1,2に電流ｉ1,1、ｉ1,2

が流れ、これらが発光する。
【００４７】
　この際、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ1）と
データ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2、に対しては電位差Ｖｃｏｌ’（＝Ｖｃｏｌから定
電流源ＣＣ1～ＣＣ4での電圧ドロップ、及び、データ側、走査側のそれぞれの配線抵抗に
よる電圧ドロップを差し引いたもの）で充電されている。
【００４８】
　また、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ2～Ｒ
Ｓ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4

）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4に対して
は電位差Ｖｒｏｗで充電されている。
【００４９】
　そして、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ2～
ＲＳ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2
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）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2に対して
は電位差（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）で充電されている。
【００５０】
　このとき、（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）はたかだか数Ｖ程度であるため、寄生容量Ｃ2,1

、Ｃ2,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2の画素の電荷は、寄生容量Ｃ2,3をはじめとする電
位差Ｖｃｏｌ’や電位差ｒｏｗで充電されている画素の電荷に比べると非常に小さいもの
となる。
【００５１】
　なお、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ1）とデ
ータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ1,3、Ｃ1,4に対しては電位差がほぼ０Ｖであるため、電荷は充
電されない。
【００５２】
　〔タイミング（２）：リセット開始〕
　図３に示されるリセット開始状態においては、走査選択スイッチＲＳ1はオンのままア
ース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ2～ＲＳ4はオフがすべて
オンに切替わり、アース電位（０Ｖ）に固定となる。データ選択スイッチはＣＳ1、ＣＳ2

がオフ（非発光）し、アース電位（０Ｖ）に固定となる。他のデータ選択スイッチはオフ
（非発光）のままアース電位（０Ｖ）に固定となる。
【００５３】
　この際、寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2に蓄積していた順バイアスの電荷は、電流制限抵抗４を
介して走査電極Ｒｏｗ1からデータ電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2を通じる経路で、走査電極駆動
回路２側からデータ電極駆動回路１側へ抜けていく（破線参照）。寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2

、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2に蓄積していた逆バイアスの電荷は、データ電極Ｃｏｌ1

、Ｃｏｌ2から走査電極Ｒｏｗ2～Ｒｏｗ4および電流制限抵抗４を通じる経路で、データ
電極駆動回路１側から走査電極駆動回路２側から抜けていく（一点鎖線参照）。また、寄
生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4に蓄積していた逆バイアスの電荷は、
データ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4から走査電極Ｒｏｗ2～Ｒｏｗ4および電流制限抵抗４を通じ
る経路で、データ電極駆動回路１側から走査電極駆動回路２側から抜けていく（ニ点鎖線
参照）。
【００５４】
　このように、各走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4を通じて流れる電流は、すべて電流制限抵抗
４を介して流れることになる。このため、各寄生容量Ｃ1,1～Ｃ4,4から急激に大きな充電
電流が流されることを防止することが可能となる。
【００５５】
　〔タイミング（３）：リセット期間〕
　図４に示されるリセット期間中には、すべての走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデータ
電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4がアース電位（０Ｖ）に固定されるため、どこにも電荷の移動は発
生しない。
【００５６】
　〔タイミング（４）：リセット解除〕
　図５に示されるリセット解除状態においては、走査選択スイッチＲＳ2はオンのままア
ース電位（０Ｖ）に固定となる。他の走査電極選択スイッチＲＳ1、ＲＳ3、ＲＳ4はオン
がすべてオフに切替わり、逆バイアス電圧Ｖｒｏｗが印加開始される。データ選択スイッ
チＣＳ1、ＣＳ2はオフ（非発光）のまま、アース電位（０Ｖ）に固定となる。発光に切り
替わるデータ選択スイッチＣＳ3、ＣＳ4はオフ（非発光）からオンに切替わり、定電流制
御回路ＣＣ3、ＣＣ4から順バイアスが印加開始される。
【００５７】
　これにより、発光画素として選択された有機ＥＬ素子Ｅ2,3、Ｅ2,4に電流ｉ2,3、ｉ2,4

が流れ、これらが発光する。
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【００５８】
　この際、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ2）と
データ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ2,3、Ｃ2,4に対しては、データ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4から走査
電極Ｒｏｗ2および電流制限抵抗４を通じる経路により、電位差Ｖｃｏｌ’で順バイアス
の電荷を充電しに行く（破線参照）。
【００５９】
　走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ1、ＲＳ3、Ｒ
Ｓ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち発光となっているもの（ＣＳ3、ＣＳ4）
の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ1,3、Ｃ1,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4に対しては
、走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ3、Ｒｏｗ4からデータ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4を通じる経路に
より、逆バイアスの電荷を充電しに行く（一点鎖線参照）。このため、最終的に寄生容量
Ｃ1,3、Ｃ1,4、Ｃ3,3、Ｃ3,4、Ｃ4,3、Ｃ4,4は電位差（Ｖｒｏｗ－Ｖｃｏｌ’）で充電さ
れる。
【００６０】
　また、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち非選択となっているもの（ＲＳ1、Ｒ
Ｓ3、ＲＳ4）とデータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ1

、ＣＳ2）の交点に存在する画素の寄生容量Ｃ1,1、Ｃ1,2、Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ4,1、Ｃ4,2

に対しては、それぞれの走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ3、Ｒｏｗ4からデータ電極Ｃｏｌ1、Ｃ
ｏｌ2を通じる経路にて、電位差Ｖｒｏｗで逆バイアスの電荷を充電しに行く（二点鎖線
参照）。
【００６１】
　なお、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうち選択となっているもの（ＲＳ2）とデ
ータ選択スイッチＣＳ1～ＣＳ4のうち非発光となっているもの（ＣＳ1、ＣＳ2）の交点に
存在する画素の寄生容量Ｃ2,1、Ｃ2,2に対しては電位差がほぼ０Ｖであるため、電荷は充
電されない。
【００６２】
　以上のようにして、有機ＥＬ素子の駆動が行われる。図７は、これら一連のタイミング
における走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデータ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4の電位と走査電極
Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4に流れる電流の関係を示したタイミングチャートである。
【００６３】
　この図に示されるように、リセット開始状態（図６のタイミング（２））とリセット解
除状態（図６のタイミング（４））のときに、各走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4を通じる経路
にサージ電流が流れることになる。
【００６４】
　しかしながら、上述したように、各走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4とＧＮＤの間に電流制限
抵抗４を備えるようにしているため、サージ電流が電流制限抵抗４によって抑制され、サ
ージ電流のピーク値が抑えられる。具体的には、本実施形態の場合には、リセット開始状
態となるときにすべての走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4を通じて流れるサージ電流を制限でき
ると共に、リセット解除状態のときに走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4のうちオフのま
まとされるものの走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4を通じて流れるサージ電流を制限できる。
【００６５】
　これにより、サージ電流に起因して高周波ノイズが発生することを防止することが可能
となる。そして、車載用表示器として有機ＥＬ素子を用いた場合に、カーラジオ等への輻
射ノイズが問題となることを防止できる。
【００６６】
　（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態について説明する。図８は、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路にお
ける走査電極駆動回路２のみを示した図である。本実施形態は、上記第１実施形態におけ
る電流制限抵抗４の形態を変更したものである。その他の構成に関しては第１実施形態と



(11) JP 4904756 B2 2012.3.28

10

20

30

40

50

同様であるため、第１実施形態と異なる部分についてのみ説明する。
【００６７】
　図８に示すように、本実施形態では走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4が接続される各ラインご
とに電流制限抵抗４ａ～４ｄを設けている。すなわち、走査電極駆動回路２のうち走査電
極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4等に関してはＩＣによって構成されるが、このＩＣの内部に
電流制限抵抗４ａ～４ｄを備えたものとしている。
【００６８】
　このように、走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4が接続される各ラインごとに電流制限抵抗４ａ
～４ｄを備えることも可能である。
【００６９】
　（第３実施形態）
　本発明の第２実施形態について説明する。図９は、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路にお
ける走査電極駆動回路２のみを示した図である。本実施形態は、上記第１実施形態におけ
る電流制限抵抗４を備える場所を変更したものである。その他の構成に関しては第１実施
形態と同様であるため、第１実施形態と異なる部分についてのみ説明する。
【００７０】
　図９に示すように、本実施形態では走査電極駆動回路２のうちの所定電源２ａから各走
査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4に至るまでの経路中、すなわち電圧Ｖｒｏｗが供給され
る電圧給ラインに電流制限抵抗４を備えた構成としている。
【００７１】
　このように、所定電源２ａから各走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4に至るまでの経路
中に電流制限抵抗４を備えた場合、各走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4がオン（選択）
からオフ（非選択）に切替えられた瞬間、および、オフのままの状態とされているときに
発生するサージ電流のピーク値を抑えることが可能となる。
【００７２】
　したがって、本実施形態のように、所定電源２ａから各走査電極選択スイッチＲＳ1～
ＲＳ4に至るまでの経路中に電流制限抵抗４を備えた構成としても、第１実施形態と同様
の効果を得ることができる。
【００７３】
　（第４実施形態）
　本発明の第４実施形態について説明する。図１０は、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路に
おける走査電極駆動回路２のみを示した図である。本実施形態は、上記第３実施形態にお
ける電流制限抵抗４の形態を変更したものである。その他の構成に関しては第３実施形態
と同様であるため、第３実施形態と異なる部分についてのみ説明する。
【００７４】
　図１０に示すように、本実施形態では走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4が接続される各電源供
給ラインごとに電流制限抵抗４ａ～４ｄを設けている。すなわち、走査電極駆動回路２の
うち走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4等に関してはＩＣによって構成されるが、このＩ
Ｃの内部に電流制限抵抗４ａ～４ｄを備えたものとしている。
【００７５】
　このように、走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4が接続される各電源供給ラインごとに電流制限
抵抗４ａ～４ｄを備えることも可能である。
【００７６】
　（第５実施形態）
　本発明の第５実施形態について説明する。本実施形態は、上記第１～第４実施形態で示
した有機ＥＬ駆動回路が適用される有機ＥＬ表示器として好ましい形態を示したものであ
る。
【００７７】
　単純マトリクス方式の有機ＥＬ表示器において、走査線もしくはデータ線に印加するパ
ルス印加期間（パルス幅）の増減や、さらに電流駆動素子（例えば、有機ＥＬや発光ダイ
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オードのようなもの）を駆動する場合は、発光素子に流れる電流の増減により、一般的に
階調や調光を成立させている。
【００７８】
　さらに一般的な単純マトリクス表示器の階調や調光方法として、パルス幅制御（ＰＷＭ
制御）や電流制御を行うものもある。
【００７９】
　しかしながら、これらの方式では、走査１ラインあたりに光っている発光画素数や面積
、画面のサイズによりドライバＩＣに対する負荷が変わったり、発光素子のバラツキや、
ドライバＩＣ内部のドライブ用トランジスタのバラツキによって階調や調光には限界が生
じてしまう。特に、上記各実施形態のように、電流制限抵抗４、４ａ～４ｄを備えるよう
な場合、パルスの立上りや立下りに時間が掛かり、例えばパルス幅制御においてパルス幅
を狭めようとしてもパルスの立上りや立下りの時間を見込まなければならず、階調や調光
を適切に行うことができなくなる。
【００８０】
　また、車両に搭載される場合のように、昼間は周囲の外光にさらされ、また夜間やトン
ネル内のように周囲が真っ暗になるという特殊環境で使用する表示器において、運転者か
らの視認性を最適な状態にするために、昼夜の輝度を大きく変える必要があり、その場合
、パルス幅制御や電流制御を行うだけでは、階調や調光性能にリニアリティがなくなる等
の表示品位を悪化させる。
【００８１】
　そこで、本実施形態では、上記第１～第４実施形態で示した有機ＥＬ駆動回路に適した
有機ＥＬ表示器について説明する。
【００８２】
　図１１は、車両に搭載される単色の有機ＥＬ表示器における有機ＥＬパネルの数画素分
（ここでは４画素分）を図示したものであり、図１１（ａ）は昼間の表示形態、図１１（
ｂ）は夜間の表示形態を示し、図中ハッチングを示した部分が発光することを表している
。
【００８３】
　図１１に示すように、１つ１つの画素１０は、２つの異なる面積を有するサブピクセル
１０ａ、１０ｂの集合体で構成されている。このサブピクセル１０ａ、１０ｂの１つ１つ
が上記第１～第４実施形態に示した有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ4,4の１つ１つに相当するもの
で、サブピクセル１０ａ、１０ｂの１つ１つが独立して発光可能な構成とされている。
【００８４】
　このような有機ＥＬ表示器を用いれば、各画素は、サブピクセル１０ａ、１０ｂのうち
の１つのみを発光させる場合と双方を発光させる場合とで異なる輝度を得ることができる
ため、サブピクセル１０ａ、１０ｂのうちのどれを発光させるかにより、階調や調光を行
うことが可能となる。
【００８５】
　特に、有機ＥＬ表示器が車両に搭載されるようなものであれば、昼夜で周辺の明るさが
大きく変化することになるが、本実施形態のようにサブピクセル１０ａ、１０ｂの発光さ
せ方を変えるだけで、容易に階調や調光を行える。
【００８６】
　したがって、本実施形態の有機ＥＬ表示器により、階調や調光を適切に行うことができ
、表示品質の悪化を防止することが可能となる。
【００８７】
　なお、本実施形態のような有機ＥＬ表示器を駆動するに当たり、有機ＥＬ表示器の周辺
の明るさに関する情報を制御回路３に入力することで、制御回路３による発光画素選択を
有機ＥＬ表示器の周辺の明るさに応じて行うことが可能となる。例えば、有機ＥＬ表示器
の周辺の明るさに関する情報として、車両ヘッドランプスイッチのオンオフ信号を制御回
路３に入力すれば、有機ＥＬ表示器により昼夜に応じた表示を行うことが可能となる。
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【００８８】
　（第６実施形態）
　本発明の第６実施形態について説明する。図１２は、本実施形態の単色の有機ＥＬ表示
器における有機ＥＬパネルの数画素分（ここでは４画素分）を図示したものであり、図１
２（ａ）は昼間の表示形態、図１２（ｂ）は夜間の表示形態を示し、図中ハッチングを示
した部分が発光することを表している。
【００８９】
　本実施形態は、上記第５実施形態に対して、サブピクセルの数を変更したものである。
その他の構成に関しては第５実施形態と同様であるため、第５実施形態と異なる部分につ
いてのみ説明する。
【００９０】
　図１２に示されるように、１つ１つの画素は、大中小３つの面積を有するサブピクセル
１０ａ、１０ｂ、１０ｃの集合体で構成されている。このサブピクセル１０ａ、１０ｂ、
１０ｃの１つ１つが上記第１～第４実施形態に示した有機ＥＬ素子Ｅ1,1～Ｅ4,4の１つ１
つに相当するもので、サブピクセル１０ａ、１０ｂ、１０ｃの１つ１つが独立して発光可
能な構成とされている。
【００９１】
　このような有機ＥＬ表示器を用いれば、各画素は、サブピクセル１０ａ、１０ｂ、１０
ｃのうちの１つのみを発光させる場合とすべてを発光させる場合とで異なる輝度を得るこ
とができるため、サブピクセル１０ａ、１０ｂ、１０ｃのうちのどれを発光させるかによ
り、階調や調光を行うことが可能となる。このように、サブピクセル１０ａ、１０ｂ、１
０ｃの数を増やしても、上記第５実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００９２】
　（第７実施形態）
　本発明の第７実施形態について説明する。図１３は、本実施形態の有機ＥＬ駆動回路の
概略構成を示した図である。本実施形態は、上記第１実施形態に対して、電流制限抵抗４
を介してＧＮＤに接続されるラインに加えて、もう一つ、電流制限抵抗４を介さずにＧＮ
Ｄに接続されるラインを追加したものである。その他の構成に関しては第１実施形態と同
様であるため、第１実施形態と異なる部分についてのみ説明する。
【００９３】
　図１３に示すように、本実施形態では各走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4が三点接触
スイッチとされており、そのうちの１つの固定接点が電流制限抵抗４を介さずにＧＮＤに
接続されるラインに繋がっている。
【００９４】
　上述したように、電流制限抵抗４を備えることでサージ電流のピーク値を抑制すること
が可能になるが、電流制限抵抗４を備えたことにより、パルスの立上りや立下りに時間が
掛かることになる。このため、パルスの立上りや立下りの時間を短時間にしたい場合には
、走査電極選択スイッチＲＳ1～ＲＳ4にて走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4が直接ＧＮＤに接続
されるようにすれば良い。
【００９５】
　（他の実施形態）
　上記第１～第４実施形態では、電流制限手段として電流制限抵抗４、４ａ～４ｄを例に
挙げて説明したが、電流制限手段として他のものを適用しても良い。例えば、上記第１～
第４実施形態で示した電流制限抵抗４、４ａ～４ｄを図１４（ａ）、（ｂ）に示すような
インダクタ５に置換しても構わない。
【００９６】
　また、上記第５、第６実施形態で、有機ＥＬ表示器における有機ＥＬパネルでの表示例
を示したが、これらに限るものではない。具体的には、昼間と夜間とで発光させるサブピ
クセル１０ａ、１０ｂ、１０ｃの総面積を変え、昼間の方が夜間よりも総面積が多くなる
ようにすれば良い。
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【００９７】
　例えば、第５実施形態に示した有機ＥＬパネルの場合における昼間の表示形態と夜間の
表示形態をそれぞれ図１５（ａ）、（ｂ）に示す。この図に示されるように、昼間は面積
の大きなサブピクセル１０ａのみを発光させ、夜間は面積が小さなサブピクセル１０ｂの
みを発光させる形態とすることができる。
【００９８】
　勿論、これらの実施形態で示したサブピクセルの数は単なる一例であり、１つ１つの画
素を３個以上のサブピクセルで構成することも可能である。また、上記実施形態では単色
の有機ＥＬ表示器を例に挙げたが、カラーの有機ＥＬ表示器に対しても本発明を適用する
ことができる。ただし、カラーの有機ＥＬ表示器の場合、サブピクセルの数が非常に多く
なるため、有機ＥＬ駆動回路の回路構成が複雑なものとなる。このため、単色とするのが
好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明の第１実施形態における有機ＥＬ駆動回路の概略構成を示した回路図であ
る。
【図２】図１に示した有機ＥＬ駆動回路のリセット前状態の作動を示した図である。
【図３】図１に示した有機ＥＬ駆動回路のリセット開始状態の作動を示した図である。
【図４】図１に示した有機ＥＬ駆動回路のリセット期間中の作動状態を示した図である。
【図５】図１に示した有機ＥＬ駆動回路のリセット解除状態の作動状態を示した図である
。
【図６】図２～図５の作動を行う場合における走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ2、データ電極Ｃ
ｏｌ1、Ｃｏｌ2およびデータ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4の電圧波形を示したタイミングチャー
トである。
【図７】リセット前状態からリセット解除状態に至る一連のタイミングにおける走査電極
Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデータ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4の電位と走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4

に流れる電流の関係を示したタイミングチャートである。
【図８】本発明の第２実施形態の有機ＥＬ駆動回路における走査電極駆動回路２のみを示
した図である。
【図９】本発明の第３実施形態の有機ＥＬ駆動回路における走査電極駆動回路２のみを示
した図である。
【図１０】本発明の第４実施形態の有機ＥＬ駆動回路における走査電極駆動回路２のみを
示した図である。
【図１１】本発明の第５実施形態に示す単色の有機ＥＬ表示器における有機ＥＬパネルの
数画素分の拡大図である。
【図１２】本発明の第６実施形態に示す単色の有機ＥＬ表示器における有機ＥＬパネルの
数画素分の拡大図である。
【図１３】本発明の第７実施形態の有機ＥＬ駆動回路の概略構成を示した図である。
【図１４】他の実施形態で示す有機ＥＬ駆動回路の概略構成を示した図である。
【図１５】本発明の第５実施形態に示す単色の有機ＥＬ表示器における有機ＥＬパネルの
数画素分の拡大図である。
【図１６】従来の有機ＥＬ駆動回路のリセット前状態の作動を示した図である。
【図１７】従来の有機ＥＬ駆動回路のリセット開始状態の作動を示した図である。
【図１８】従来の有機ＥＬ駆動回路のリセット期間中の作動状態を示した図である。
【図１９】従来の有機ＥＬ駆動回路のリセット解除状態の作動状態を示した図である。
【図２０】図１６～図１９の作動を行う場合における走査電極Ｒｏｗ1、Ｒｏｗ2、データ
電極Ｃｏｌ1、Ｃｏｌ2およびデータ電極Ｃｏｌ3、Ｃｏｌ4の電圧波形を示したタイミング
チャートである。
【図２１】リセット前状態からリセット解除状態に至る一連のタイミングにおける走査電
極Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4およびデータ電極Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4の電位と走査電極Ｒｏｗ1～Ｒｏ
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ｗ4に流れる電流の関係を示したタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１００】
　１…データ電極駆動回路、１ａ…電源、２…走査電極駆動回路、２ａ…電源、
　３…制御回路、４、４ａ～４ｄ…電流制限抵抗、５…インダクタ、
　Ｅ1,1～Ｅ4,4…有機ＥＬ素子、Ｃ1,1～Ｃ4,4…寄生容量、ＣＣ1～ＣＣ4…定電流源、
　ＣＳ1～ＣＳ4…データ電極選択スイッチ、Ｃｏｌ1～Ｃｏｌ4…データ電極、
　ＲＳ1～ＲＳ4…走査電極選択スイッチ、Ｒｏｗ1～Ｒｏｗ4…走査電極。

【図１】 【図２】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】
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